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⽛
浮
浪
山
説
話
⽜
の
形
成
と
展
開

―
中
世
出
雲
の
ス
サ
ノ
オ
を
め
ぐ
っ
て

―寺

本

菜

摘

は
じ
め
に

誰
も
が
知
る
よ
う
に
、出
雲
は
様
々
な
神
話
の
舞
台
と
な
っ
た
土
地
で
あ
る
。

出
雲
を
舞
台
と
す
る
神
話
に
は
、
ま
ず
⽝
古
事
記
⽞（
七
一
二
）、⽝
日
本
書
紀
⽞

（
七
二
〇
）
が
挙
げ
ら
れ
、
特
に
⽝
古
事
記
⽞
に
は
、
黄
泉
国
神
話
、
ヤ
マ
タ
ノ

オ
ロ
チ
神
話
、
根
之
堅
州
国
神
話
、
国
譲
り
神
話
な
ど
、
豊
富
な
出
雲
に
関
わ

る
伝
承
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞（
七
三
三
）
は
出
雲
地

方
に
お
い
て
編
纂
さ
れ
た
地
誌
で
あ
る
が
、
国
引
き
神
話
を
筆
頭
に
、
記
紀
と

は
異
な
る
神
話
を
数
多
く
採
録
す
る
。
今
日
で
は
こ
れ
ら
の
神
話
群
を
総
称
し

⽛
出
雲
神
話
⽜
な
ど
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
神
話
が
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
の
は
近
世
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
、
中
世
の
出
雲
に
お

い
て
語
ら
れ
て
い
た
の
は
、
こ
れ
ら
と
は
異
な
る
神
話
で
あ
っ
た
。
そ
の
代
表

的
な
例
と
し
て
、
中
世
、
出
雲
大
社
の
別
当
寺
と
し
て
栄
え
た
浮
浪
山
鰐
淵
寺

の
由
来
を
語
る
次
の
縁
起
が
挙
げ
ら
れ
る
。

当
寺
者
、
最
初
、
西
天
鷲
嶺
之
艮
隅
欠
、
浮
浪
流
来
於
素
戔
烏
尊
築
留
玉

フ
、
故
ニ
、
曰
浮
浪
山
矣
、
麓
ニ
ハ
、
建
霊
祇
利
之
大
社
、
定
諸
神
降
臨

之
勝
地
、
峯
ニ
ハ
、
構
権
現
和
光
之
社
壇
、（⽛
寺
僧
某
書
状
断
簡
⽜、
一
五

七
〇
～
一
五
七
三
頃⚑
）

天
竺
か
ら
流
れ
漂
っ
て
き
た
山
塊
を
、
ス
サ
ノ
オ
が
つ
な
ぎ
留
め
、
浮
浪
山

と
な
っ
た
と
い
う
。
一
見
し
て
仏
教
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
看

取
さ
れ
る
こ
の
型
の
話
は
、
中
世
の
出
雲
地
方
で
広
く
語
ら
れ
て
い
た
。
本
論

文
で
は
、
後
掲
す
る
類
似
説
話
を
総
称
し
て
⽛
浮
浪
山
説
話
⽜
と
呼
ぶ
こ
と
と

す
る
が
、
従
来
、
こ
の
浮
浪
山
説
話
は
、⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
冒
頭
の
国
引
き
神

話
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
斎
藤
英
喜

氏
は
、ど

う
や
ら
、
海
上
を
流
れ
漂
う
島
を
繋
ぎ
止
め
た
と
い
う
中
世
の
ス
サ
ノ

ヲ
神
話
は
、
古
代
の
国
引
き
神
話
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
と
に
し
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
さ
そ
う
だ
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
出
雲
大
社
の
⽛
別
宮
⽜
と
さ

れ
て
き
た
日
御
碕
社
（
こ
の
神
社
に
つ
い
て
は
、
後
に
話
題
に
す
る
）
に
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は
、
国
引
き
を
し
た
ヤ
ツ
カ
ミ
ズ
オ
ミ
ツ
ノ
と
は
、⽛
素
盞
烏
尊
の
別
称
な

り
⽜（⽛
日
御
碕
本
社
並
社
司
遠
祖
事
⽜）
と
伝
え
る
資
料
も
あ
る
。
あ
る
い

は
出
雲
地
方
の
地
誌
を
作
成
し
た
黒
沢
長
尚
の
⽝
雲
陽
誌
⽞（
一
七
一
七
）

に
は
、
ヤ
ツ
カ
ミ
ズ
オ
ミ
ツ
ノ
が
大
蛇
を
退
治
し
て
、
尻
尾
か
ら
神
剣
を

発
見
し
た
云
々
と
い
っ
た
、
ス
サ
ノ
ヲ
と
混
同
し
た
よ
う
な
伝
承
も
記
さ

れ
て
い
る
。
中
世
出
雲
に
お
い
て
、
ス
サ
ノ
ヲ
と
国
引
き
の
神
ヤ
ツ
カ
ミ

ズ
オ
ミ
ツ
ノ
と
を
結
び
つ
け
て
し
ま
う
神
話
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
想

像
さ
れ
よ
う⚒
。

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
斎
藤
氏
が
右
に
挙
げ
た
史
料
は
い
ず
れ
も
近
世
以

降
の
も
の
で
あ
り
（⽛
日
御
碕
本
社
並
社
司
遠
祖
事
⽜
は
年
紀
不
詳
で
あ
る
が
、

近
世
初
期
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る⚓
）、
中
世
に
お
け
る
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞

受
容
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
こ
う
し
た
浮
浪
山
説
話
を
は
じ
め
と
す
る
中
世

出
雲
神
話
の
形
成
に
、⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞の
神
話
が
関
わ
る
と
す
る
考
え
方
は
、

再
検
討
を
要
す
る
。

そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
従
来
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
、
浮
浪
山
説
話
の
成
り

立
ち
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
れ
ら
の
説
話
が
中
世
に
お
い
て
有
し
た
位
相
を
明

ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

一
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
の
受
容

出
雲
に
伝
わ
っ
た
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
最
古
の
写
本
は
、
尾
張
藩
初
代
藩
主

徳
川
義
直
が
寛
永
一
一
年
（
一
六
三
四
）
に
日
御
碕

ひ
の
み
さ
き

神
社
に
奉
納
し
た
、
日
御

碕
本
と
呼
ば
れ
る
伝
本
で
あ
る
。
ま
た
、
今
日
、
書
写
時
期
が
判
明
し
て
い
る

⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
写
本
で
最
も
古
い
も
の
は
、
細
川
幽
斎
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ

た
細
川
家
本
（
一
五
九
七
）
で
あ
る
。
そ
の
約
一
〇
年
前
の
天
正
一
五
年
（
一

五
八
七
）、
幽
斎
が
出
雲
の
佐
太
神
社
や
出
雲
大
社
を
訪
れ
た
こ
と
が
、
紀
行
文

⽝
九
州
道
の
記
⽞
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
に
つ
い

て
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
全
国
的
に
見
て
も
、⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
が
注
目

さ
れ
は
じ
め
た
の
は
江
戸
時
代
以
降
で
あ
っ
た⚔
。

例
え
ば
、⽝
会
津
風
土
記
⽞
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
成
稿
し
、
さ
ら
に

延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
が
、
山
崎
闇
斎
に
よ
る
序
文
に

は
次
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。

寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）

我
風
土
記
太
政
官
掌
レ
之
、
王
室
衰
焉
、
官
職
廃
焉
、
或
放
散
而
不
レ
収
、

或
亡
失
而
不
レ
補
、
今
流
二
落
人
間
一
者
、
往
々
非
二
本
書
一
也
、
可
レ
歎
而

已
矣⚕
、

延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）

我
風
土
記
太
政
官
掌
レ
之
、
王
室
衰
焉
、
官
職
廃
焉
、
或
放
散
而
不
レ
収
、

或
亡
失
而
不
レ
補
、
今
流
二
落
人
間
一
者
、
出
雲
之
外
未
レ
見
二
其
本
書
一
也
、

可
レ
歎
而
已
矣⚖
、

こ
れ
を
見
る
限
り
、
闇
斎
は
寛
文
六
年
の
時
点
で
は
、⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
の

存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る⚗
。

出
雲
国
内
に
お
い
て
は
、
日
御
碕
本
の
他
に
、
近
世
出
雲
の
地
誌
⽝
懐
橘
談
⽞

（
一
六
五
四
）
の
著
者
黒
沢
石
斎
所
持
本
、
出
雲
大
社
上
官
佐
草
自
清
所
持
本
、

前
述
し
た
岸
崎
時
照
所
持
本
な
ど
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る⚘
。
こ
れ
以

外
に
も
、
右
の
い
ず
れ
か
を
祖
本
と
し
て
、
高
野
宮
・
母
里
両
八
幡
宮
・
美
保

神
社
に
お
い
て
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
が
書
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
佐
太
神
社
に
お
い
て
も
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
が
存
在
し
た
可
能
性
が
示
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唆
さ
れ
て
い
る⚙
。
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
日
御
碕
本
を
直
接
の
親
本
と
し
て
書
写

さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
は
断
定
で
き
な
い
も
の
の
、
時
期
と
し
て
は
日
御
碕
本

寄
進
以
降
に
、
出
雲
に
お
け
る
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
受
容
が
本
格
化
し
て
い
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
れ
ら
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
受
容
の
動
き
は
、
寛
文
年
度
の
出
雲
大
社
造
営

と
こ
れ
に
伴
う
神
仏
分
離
の
動
き
が
、
古
代
出
雲
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
っ
た

こ
と
と
連
動
し
て
い
る10
。

寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）⽛
両
国
造
願
書
附
属
勘
文
案
⽜
と
延
宝
七
年
（
一
六

七
九
）⽛
出
雲
国
造
等
勘
文
案11
⽜
は
、
出
雲
国
造
家
に
伝
わ
っ
た
由
緒
記
で
あ
る

が
、
前
者
で
は
ア
メ
ノ
ホ
ヒ
を
祖
神
に
も
つ
国
造
家
の
由
緒
と
、
出
雲
国
惣
検

校
職
と
し
て
出
雲
の
神
社
を
管
理
下
に
置
く
こ
と
の
正
当
性
が
主
張
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
⽛
両
国
造
願
書
附
属
勘
文
案
⽜
に
は
、⽛
別
ニ
勘
文
一
通
⽜
と
し
て
国

造
側
の
主
張
を
証
明
す
る
た
め
の
文
献
リ
ス
ト
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は

⽝
日
本
書
紀
⽞
や
⽝
令
義
解
⽞、⽛
大
社
秘
記
⽜
等
の
文
献
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
ま

だ
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
は
見
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
延
宝
七
年
の
⽛
出
雲
国

造
等
勘
文
案
⽜
で
は
、
出
雲
大
社
の
起
源
を
、⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
を
も
っ
て
説

明
す
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、⽛
両
国
造
願
書
附
属
勘
文
案
⽜
に
付
さ

れ
た
リ
ス
ト
に
あ
る
⽛
大
社
秘
記
⽜
の
引
用
文
と
⽛
出
雲
国
造
等
勘
文
案
⽜
の

引
く
⽛
国
造
秘
記
⽜
を
比
べ
て
み
る
と
、
同
じ
神
魂
社
に
関
す
る
注
釈
文
中
に
、

⽝
延
喜
式
⽞
と
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
に
つ
い
て
の
一
文
が
補
入
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る12
。

⽛
両
国
造
願
書
附
属
勘
文
案
（⽛
別
ニ
勘
文
一
通
⽜）⽜（
一
六
六
六
）

一
大
社
秘
記
曰
、
神
火
者
天
地
人
三
火
之
祭
也
、（
中
略
）、
地
火
祭
者
乃

以
二
陽
来
復
之
地
火
一
、
而
十
一
月
中
卯
日
、
於
二
神
魂
社
一
斎
二
天
神
一
新

嘗
矣
、
神
魂
社
者
、
出
雲
・
熊
野
大
神
御
同
体
也
、
未
レ
行
二
新
嘗
祭
一
之

前
、
国
造
不
レ
食
二
新
殼
一
、
…

⽛
出
雲
国
造
等
勘
文
案
⽜（
一
六
七
九
）

一
国
造
秘
記
曰
、
神
火
者
天
地
人
三
火
之
祭
也
、（
中
略
）、
地
火
祭
者
乃

以
二
陽
来
復
之
地
火
一
、
十
一
月
中
卯
日
於
二
神
魂
社
一
、
去
二
杵
築
一
十
一

里
、
斎
二
天
神
一
神
嘗
矣
、
神
魂
社
与
二
出
雲
熊
野
大
神
一
御
同
体
也
、
令
義

解
所
謂
出
雲
国
造
斎
神
是
也
、
延
喜
式
・
風
土
記
等
所
レ
載
雲
州
之
大
社

者
、杵
築
・
熊
野
二
社
也
、未
レ
行
二
新
嘗
祭
一
之
前
、国
造
不
レ
食
二
新
穀
一
、

…
こ
の
よ
う
に
、
国
造
家
文
書
に
見
え
る
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
の
現
れ
方
か
ら

も
、
出
雲
大
社
に
お
け
る
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
の
受
容
の
変
化
が
見
て
と
れ
よ

う
。
ま
た
、
出
雲
大
社
以
外
の
神
社
に
お
け
る
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
受
容
に
つ

い
て
も
、
注
⚙
前
掲
高
橋
論
で
は
、
近
世
前
期
の
寺
社
の
棟
札
に
、⽝
出
雲
国
風

土
記
⽞
の
条
文
を
引
用
す
る
も
の
、⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
の
神
名
を
引
用
す
る
も

の
、⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
の
社
名
表
記
が
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
寛

文
末
年
か
ら
延
宝
年
間
を
中
心
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
出
雲
に
お
け
る
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
受
容
の
実
態
が

明
確
に
確
認
さ
れ
る
の
は
近
世
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
中
世
出
雲
の
神
話
の

な
か
に
本
当
に
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
神
話
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
は
、
今
一
度
見
直
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

二

浮
浪
山
説
話
の
展
開

で
は
、⽛
は
じ
め
に
⽜
で
取
り
上
げ
た
、
浮
浪
山

ふ
ろ
う
ざ
ん

鰐
淵
が
く
え
ん

寺じ

の
縁
起
を
起
点
に
、
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中
世
出
雲
で
広
く
受
容
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
浮
浪
山
説
話
を
見
て
ゆ
こ

う
。鰐

淵
寺
は
、
島
根
県
出
雲
市
別
所
町
に
位
置
す
る
天
台
宗
の
古
刹
で
あ
り
、

⽛
浮
浪
山
⽜
を
山
号
と
し
た
。⽛
鰐
淵
⽜
の
地
は
古
く
か
ら
修
験
道
の
聖
地
と
し

て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
⽝
梁
塵
秘
抄
⽞（
一
二
世
紀
後
半13
）
や
⽝
宇
治
拾
遺
物

語
⽞（
一
三
世
紀
初
期14
）
に
み
え
て
い
る
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、
一
三
世
紀
半
ば

に
書
か
れ
た
鰐
淵
寺
の
縁
起
で
あ
る
。

Ａ
⽛
鰐
淵
寺
衆
徒
勧
進
帳
案15
⽜
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）

当
山
は
巽
国
の
霊
地
、他
州
神
山
な
り
。
蓋
し
竭
国
中
央
の
霊
鷲
山
巽
角
、

久
し
く
波
風
に
浮
き
て
、
遂
に
日
域
に
就
く
。
故
に
時
の
俗
、
号
し
て
浮

浪
山
と
曰
ふ
。

天
竺
の
霊
鷲
山
が
欠
け
て
浮
浪
し
て
い
た
が
、
こ
れ
が
日
本
に
辿
り
着
い
た

の
で
、
こ
れ
を
浮
浪
山
と
い
う
、
と
あ
る
。
霊
鷲
山
が
天
竺
か
ら
日
本
へ
飛
来

し
て
く
る
と
い
う
仏
教
説
話
は
珍
し
く
な
い
。
例
え
ば
、比
叡
山
の
僧
光
宗
が
、

天
台
の
故
事
・
口
伝
を
集
録
し
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
⽝
溪
嵐
拾
葉
集
⽞

に
は
、
天
竺
の
霊
鷲
山
の
艮
の
欠
け
た
部
分
が
飛
来
し
て
い
っ
て
中
国
の
天
台

山
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
欠
け
て
飛
来
し
日
本
の
比
叡
山
に
な
っ
た
と
い
う

話
が
あ
る
。

Ｂ
⽝
溪
嵐
拾
葉
集
⽞
記
録
部16
（
一
三
一
一
～
一
三
四
八
）

故
ニ
天
竺
飛
来
峯
ノ
縁
起
云
。
霊
鷲
山
ノ
艮
ノ
角
闕
テ
飛
来
テ
成
二
唐
土
天
台

山
ト
一
。
天
台
山
ノ
艮
ノ
角
闕
テ
飛
来
テ
成
二
我
国
ノ
比
叡
山
一
。
此
三
国
飛
来

峯
皆
乗
二
白
猿
ニ
一
飛
来
。
故
ニ
天
竺
ノ
霊
鷲
山
唐
土
ノ
天
台
山
我
国
ノ
比
叡

山
皆
王
城
ノ
艮
方
ニ
有
レ
之
。

こ
う
い
っ
た
霊
鷲
山
飛
来
説
話
は
、
こ
の
他
⽝
熊
野
権
現
御
垂
迹
縁
起
⽞
な

ど
、
寺
社
の
縁
起
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
説
話
と
、
Ａ
⽛
鰐
淵

寺
衆
徒
勧
進
帳
案
⽜
と
で
は
、
前
者
は
山
が
飛
来
し
て
く
る
の
に
対
し
、
後
者

は
⽛
久
し
く
波
風
に
浮
き
て
⽜
と
す
る
と
こ
ろ
に
相
違
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
蔵
王
権
現
の
霊
地
と
し
て
知
ら
れ
た
金
峰
山
関
連
の
説
話
が
、
同
じ
く

蔵
王
信
仰
の
地
で
あ
っ
た
鰐
淵
寺
の
縁
起
に
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
い
る17
。

Ｃ
⽝
吏
部
王
記18
⽞
承
平
二
年
（
九
三
三
）
二
月
条

十
四
日
、
貞
崇
禅
師
述
、
金
峯
山
神
区
之
古
老
相
伝
云
、
昔
漢
土
有
金
峯

山
、
金
剛
蔵
王
麺
住
也
、
而
彼
山
飛
移
泛
海
面
来
是
間
、
金
峯
山
則
是
彼

山
也19
、

⽝
吏
部
王
記
⽞
は
、
醍
醐
天
皇
の
御
子
重
明
親
王
の
日
記
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
金
峰
山
は
も
と
中
国
に
あ
っ
た
が
、
海
面
を
浮
か
ん
で
移
動
し
、
現
在

の
金
峰
山
と
な
っ
た
と
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
浮
浪
山
の
⽛
浮
浪
⽜
は
、

こ
の
説
話
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
高
い
。

⽛
は
じ
め
に
⽜
に
掲
げ
た
、
鰐
淵
寺
文
書
⽛
寺
僧
某
書
状
断
簡
⽜
は
、
Ａ
⽛
鰐

淵
寺
衆
徒
勧
進
帳
案
⽜
か
ら
三
世
紀
後
の
、
一
六
世
紀
後
半
の
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
同
じ
く
、
浮
浪
山
の
由
来
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

Ｄ
⽛
寺
僧
某
書
状
断
簡
⽜（
再
掲20
）
元
亀
年
間
（
一
五
七
〇
～
一
五
七
三
）
頃

当
寺
者
、
最
初
、
西
天
鷲
嶺
之
艮
隅
欠
、
浮
浪
流
来
於
素
戔
烏
尊
築
留
玉

フ
、
故
ニ
、
曰
浮
浪
山
矣
、
麓
ニ
ハ
、
建
霊
祇
利
之
大
社
、
定
諸
神
降
臨

之
勝
地
、
峯
ニ
ハ
、
構
権
現
和
光
之
社
壇
、

前
掲
し
た
Ａ
⽛
鰐
淵
寺
衆
徒
勧
進
帳
案
⽜
と
比
べ
て
み
る
と
、
こ
こ
で
は
浮

浪
し
て
い
た
山
を
ス
サ
ノ
オ
が
築
き
留
め
た
、
と
す
る
点
に
相
違
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
次
に
、
こ
の
相
違
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
鰐
淵
寺
の
縁
起
が
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書
き
直
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
の
約
三
〇
〇
年
の
間
に
、
出
雲
地
方
周
辺
で
語
ら

れ
て
い
た
同
種
の
神
話
の
広
が
り
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
。

Ｅ
⽛
大
山
寺
縁
起21
⽜（
鎌
倉
末
頃22
）

い
つ
ほ
ど
の
事
や
ら
ん
、
西
海
の
波
に
う
か
べ
る
山
有
り
。
縁
起
の
文
に

は
漢
域
の
東
岸
、
砕
け
震
い
て
風
に
任
せ
来
り
流
る
と
あ
る
と
か
や
。
彼

の
山
の
事
な
り
。
地
蔵
菩
薩
、
山
王
に
勅
し
て
此
の
山
を
つ
な
ぎ
と
ど
む

べ
き
由
あ
り
け
れ
ば
、
山
王
御
弓
の
は
ず
に
て
か
き
よ
せ
給
ひ
け
り
。
弓

の
影
湖
水
に
う
つ
り
て
、化
し
て
お
の
づ
か
ら
は
る
か
な
る
洲
と
成
り
て
、

浪
に
う
か
べ
る
彼
の
山
を
留
め
給
ひ
ぬ
。
今
弓
山
の
浜
と
申
す
は
、
彼
の

山
を
つ
な
ぎ
留
め
た
る
洲
浜
な
り
。
件
の
山
長
く
遠
き
間
、
出
雲
八
重
垣

な
ほ
た
だ
よ
ひ
け
る
を
、
人
王
第
六
代
孝
安
天
皇
二
十
二
年
庚
申
の
歳
、

八
雲
の
太
神
あ
ま
く
だ
り
給
ひ
て
、
土
を
つ
か
ね
杵
を
く
だ
し
て
、
此
の

地
に
彼
の
山
を
つ
き
し
と
（
マ
マ
）

ね
給
ひ
け
れ
ば
、
や
が
て
此
の
上
に
基
し
て
け

り
。
そ
れ
よ
り
、
彼
の
太
神
を
杵
築
大
明
神
と
ぞ
申
し
け
る
。
件
の
山
を

浮
浪
山
と
申
す
は
此
の
故
な
り
。

大
山
寺
は
現
在
の
鳥
取
県
大
山
町
に
あ
る
寺
院
で
、
鰐
淵
寺
と
同
じ
く
、
天

台
の
古
刹
と
し
て
栄
え
た
。
縁
起
に
は
、
地
蔵
菩
薩
の
勅
を
受
け
た
山
王
が
、

⽛
弓
山
の
浜
⽜
に
お
い
て
、
浮
か
び
流
れ
て
き
た
山
を
留
め
た
が
、
ま
だ
出
雲
地

方
に
お
い
て
漂
っ
て
い
た
の
で
、
今
度
は
天
降
っ
て
き
た
八
雲
の
太
神
が
、
杵

を
使
っ
て
地
に
着
け
た
、
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
杵
を
使
っ
て
山
を
固
定

し
た
の
で
、⽛
杵
築
⽜
で
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
は
、
山
王
と
八
雲
太
神
が
そ
れ
ぞ
れ
に
山
を
つ
な
ぎ
留
め
る
が
、⽛
件

の
山
⽜
が
出
雲
八
重
垣
に
⽛
な
ほ
た
だ
よ
ひ
け
る
⽜
と
あ
る
の
で
、
漢
域
か
ら

流
れ
て
き
た
同
じ
山
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。⽛
弓
山
の
浜
⽜
は
、
現
在

鳥
取
県
西
端
よ
り
北
西
に
伸
び
る
弓
ヶ
浜
半
島
に
比
定
さ
れ
る
が23
、
こ
こ
か
ら

杵
築
の
地
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
島
根
半
島
全
体
分
の
距
離
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

漂
っ
て
き
た
山
の
東
端
を
大
山
寺
の
山
王
が
留
め
、
西
端
を
八
雲
太
神
が
留
め

た
、
と
い
う
構
図
と
な
っ
て
お
り
、
漂
っ
て
き
た
山
は
島
根
半
島
全
体
を
指
し

て
い
る
。

Ｆ
⽛
国
造
出
雲
孝
時
解
状
土
代
写24
⽜
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）

謹
み
て
旧
記
を
検
す
る
に
、
当
社
大
明
神
は
、
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
の
御
子

天
照
大
御
神
の
御
弟
、
天
下
社
稷
の
神
素
戔
烏
尊
こ
れ
な
り
。
十
束
の
利

剣
を
振
る
い
て
八
咫
の
毒
蛇
を
割
き
、
八
目
の
鏑
箭
を
も
っ
て
呉
国
の
凶

徒
を
射
ち
、国
域
の
太
平
を
致
す
。
而
し
て
な
お
戎
敵
を
防
が
ん
が
た
め
、

神
殿
を
高
大
に
建
て
、
或
は
四
海
を
守
り
、
不
慮
を
警
す
。
故
に
、
こ
れ

を
矢
蔵
明
神
と
号
す
。
或
は
浮
山
を
留
め
て
垂
れ
潜
む
。
故
に
、
こ
れ
を

杵
築
大
社
と
号
す
。
彼
の
嚢
時
法
楽
の
経
巻
凝
し
て
嶋
を
作
り
、
往
代
警

固
の
甲
冑
化
し
て
石
と
成
る
。
霊
威
す
で
に
天
下
に
振
る
い
、
明
徳
博
く

海
内
に
聞
こ
ゆ
る
者
か
。
自
余
の
奇
特
勝
口
す
べ
か
ら
ざ
る
者
か
。
然
ら

ば
即
ち
、
本
地
の
加
被
を
仰
ぎ
、
聖
主
殊
に
敬
神
有
る
べ
き
は
こ
の
神
な

り
。
垂
迹
の
護
持
を
憑
み
、
武
家
も
っ
と
も
崇
敬
せ
ら
る
べ
き
は
当
社
な

り
。

右
に
挙
げ
た
の
は
、
古
代
よ
り
出
雲
大
社
の
祭
祀
に
従
事
し
て
き
た
氏
族
で

あ
る
、
出
雲
国
造
家
に
伝
わ
っ
た
南
北
朝
初
期
の
史
料
で
あ
る
。
本
史
料
か
ら

は
、
中
世
に
出
雲
大
社
が
祭
神
を
ス
サ
ノ
オ
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ス

サ
ノ
オ
は
、⽛
八
咫
の
毒
蛇
⽜
の
退
治
以
外
に
、
異
国
か
ら
国
を
護
っ
た
と
す
る

事
跡
が
挙
げ
ら
れ
、
国
防
の
た
め
に
高
大
な
神
殿
を
築
い
た
と
さ
れ
る
。
さ
ら

に
ス
サ
ノ
オ
は
、⽛
浮
山
⽜
を
留
め
て
潜
ん
で
い
て
、
こ
れ
が
杵
築
大
社
（
出
雲
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大
社
）
で
あ
る
と
い
う
。

さ
ら
に
、
国
防
の
神
と
し
て
の
ス
サ
ノ
オ
は
、
日
御
碕
神
社
の
縁
起
中
に
も

姿
を
見
せ
る
。

Ｇ
⽛
花
山
院
耕
雲
筆
日
御
碕
社
修
造
勧
進
状25
⽜
応
永
二
七
年
（
一
四
二
〇
）

雲
州
日
御
碕
霊
神
、
乃
、
昔
者
月
支
国
悪
神
挿
二
利
兵
一
、
乗
二
巨
航
一
而
来

冦
。
其
鋒
弗
レ
可
レ
当
也
。
蓋
、
欲
レ
復
二
荒
地
山
乃
旧
土
一
也
。
時
吾
神

飛
二
霊
剣
一
振
二
威
勇
一
、
賊
兵
蓋
漂
没
。
是
孝
霊
天
皇
六
十
一
年
十
一
月

也
。
爾
来
、
異
国
防
禦
之
神
效
、
至
レ
今
弗
レ
絶
。
…

日
御
碕
社
は
、
出
雲
大
社
の
西
側
、
島
根
半
島
の
最
西
端
に
位
置
し
、⽝
出
雲

国
風
土
記
⽞
の
⽛
美
佐
伎
社
⽜
に
比
定
さ
れ
る
。
中
世
に
は
上
下
社
か
ら
成
り
、

上
社
に
は
ア
マ
テ
ラ
ス
（
日
沈
宮
）、
下
社
に
は
ス
サ
ノ
オ
（
神
ノ
宮
）
を
祀
っ

た
。
右
に
挙
げ
た
史
料
に
は
、⽛
荒
地
山
の
旧
土
⽜
を
取
り
返
し
に
月
支
国26
か
ら

悪
神
が
や
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
を
日
御
碕
の
霊
神
が
追
い
や
っ
た
、
と
あ
る
。

こ
こ
で
は
ス
サ
ノ
オ
が
土
地
を
留
め
た
と
い
っ
た
描
写
は
な
い
が
、
も
と
海
を

渡
っ
た
先
の
異
国
で
あ
っ
た
土
地
（
荒
地
山
）
が
描
か
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、

浮
浪
山
説
話
の
反
映
を
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
出
雲
大
社
と
同
じ
く
ス
サ
ノ
オ

を
祭
神
と
す
る
日
御
碕
社
が
、
鰐
淵
寺
・
出
雲
大
社
の
縁
起
類
を
取
り
こ
ん
だ

可
能
性
が
あ
る
。

Ｈ
⽛
佐
陀
大
社
縁
起27
⽜
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）

是
故
、
伊
弉
諾
伊
弉
冊
尊
従
二
空
中
一
以
二

天
逆
桙

ア
マ
ノ
サ
カ
ホ
コ
ヲ
一
下
探
玉
フ
二
海

底
ヲ
一
。
水
中
ニ
有
レ
沙
其
沙
触フ
レ
テ

レ
鉾
ニ
有
レ
声
、
其
ノ
時
伊
弉
諾
乃
淡
地
ア
ハ
チ
ヨ
ト

言ノ
玉
フ

。
今
ノ
淡
路
嶋
是
也
。
雖
レ
然
海
水
滂
ト々
シ
テ
無
ク
シ
テ
二
可
レ
居
シ
玉
フ
之

地ト
コ
ロ

一
是
移
二
於
当
国
嶋
根
ニ
一
。
夫
レ
是
ノ
嶋
根
ト
者
天
竺
ノ
東
ニ
有
二
鳩
留

国
一
。
其
鳩
留
国
ノ
戌
亥
ノ
方
ニ
有
二
一
ノ
小
嶋
一
。
其
嶋
浮
ウ
カ
ヒ
テ

レ
浪
ニ
而
此コ
ヽ
ニ

来
レ
リ
、
是
ヲ
謂
ナ
リ
二
嶋
根
山
ト
一
。
是
故
亦
謂
ナ
リ
二
浮
浪
山
ト
モ
一
。
其
後

分
テ
三
郡
ト
ス
。
仍
嶋
根
ト
者
嶋
根
郡
秋
鹿
郡
楯
縫
郡
是
レ
ナ
リ
。

佐
太
神
社
は
、
中
近
世
の
出
雲
に
お
い
て
勢
力
を
持
っ
た
神
社
で
、
現
松
江

市
鹿
島
町
、⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
で
は
秋
鹿
郡
に
み
え
る
。
こ
の
神
社
の
縁
起
に

も
、
記
紀
神
話
に
は
見
ら
れ
な
い
、
仏
教
の
影
響
を
受
け
た
神
話
が
多
数
見
ら

れ
る
。
右
に
挙
げ
た
神
話
に
ス
サ
ノ
オ
は
出
て
こ
な
い
も
の
の
、
天
竺
の
小
島

が
浪
に
浮
か
ん
で
き
た
と
い
う
、
他
の
神
話
と
似
た
話
が
あ
る
。
こ
れ
を
嶋
根

山
、
あ
る
い
は
浮
浪
山
と
呼
び
、
具
体
的
に
は
嶋
根
郡
・
秋
鹿
郡
・
楯
縫
郡
の

三
郡
を
指
す
と
い
う
。

Ｉ
⽝
雲
州
樋
河
上
天
淵
記28
⽞
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）

其
後
素
戔
烏
縄
杵
繋
浮
浪
山
十
八
里
。
島
根
郡
十
八
里
山
是
也
。
此
杵
有

深
秘
。
以
定
宮
居
於
杵
築
浜
。
素
我
里
也
。
素
戔
烏
尊
乃
大
社
杵
築
大
明

神
是
也
。

⽝
雲
州
樋
河
上
天
淵
記
⽞（
以
下
⽝
天
淵
記
⽞）
は
、
ス
サ
ノ
オ
の
オ
ロ
チ
退
治

や
、
オ
ロ
チ
の
尾
か
ら
出
て
き
た
剣
の
ゆ
く
え
に
つ
い
て
独
自
の
伝
承
を
伝
え

る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
、
ス
サ
ノ
オ
が
杵
を
使
い
、
浪
に
浮
か
ん
だ
山
を

十
八
里
に
渡
っ
て
つ
な
ぎ
と
め
、
素
我
里
に
宮
を
建
て
た
と
あ
る
。

こ
れ
ら
中
世
の
浮
浪
山
説
話
は
、仏
教
的
な
要
素
を
含
み
、⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞

の
神
話
と
も
、
記
紀
神
話
と
も
、
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
浪
に

浮
か
ぶ
山
（
嶋
）
を
め
ぐ
る
同
一
の
伝
承
に
基
づ
き
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
り

手
、
寺
社
に
合
わ
せ
て
異
な
る
話
を
伝
え
る
。
例
え
ば
、
Ｅ
⽛
大
山
寺
縁
起
⽜

の
主
題
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
大
山
寺
の
由
緒
を
語
る
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
そ

れ
ゆ
え
に
、
大
山
寺
の
本
地
で
あ
る
地
蔵
菩
薩
の
事
蹟
が
、
浮
浪
山
と
八
雲
の

太
神
に
先
行
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
Ｈ
⽛
佐
陀
大
社
縁
起
⽜
で
は
鳩
留
国
（
イ
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ン
ド
の
一
六
大
国
の
ひ
と
つ
）
の
小
島
が
流
れ
て
来
て
、
中
世
に
は
佐
太
神
社

の
勢
力
圏
で
あ
っ
た
、
秋
鹿
・
嶋
根
・
楯
縫
三
郡
を
含
む
嶋
根
島
に
な
っ
た
と

あ
り
、
ま
た
Ｆ
⽛
国
造
出
雲
孝
時
解
状
土
代
写
⽜
で
は
⽛
浮
山
⽜
が
杵
築
大
社

に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
寺
社
の
主
張
に
合
わ
せ
て
少
し
ず
つ
形
を
変

え
な
が
ら
も
、
浮
浪
山
説
話
は
中
世
出
雲
で
広
く
語
ら
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

三

浮
浪
山
説
話
の
形
成

さ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
浮
浪
山
説
話
と
⽝
出
雲
国

風
土
記
⽞
国
引
き
神
話
の
関
係
性
で
あ
る
。
以
下
は
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
意
宇

郡
条
に
み
え
る
国
引
き
神
話
で
あ
る
。

⽝
出
雲
国
風
土
記29
⽞

意
宇
お

う

と
号な
づ

く
る
所
以
ゆ

ゑ

は
、
国
引
く
に
ひ

き
坐ま

し
し
八
束
や
つ
か

水み
ず

臣お
み

津
野
づ

の

の
命み
こ
と

、
詔の

り
た

ま
ひ
し
く
、⽛
八
雲
や
く
も

立た

つ
出
雲
い
ず
も

の
国く
に

は
、
狭さ

布ぬ

の
稚わ
か

国く
に

な
る
か
も
。
初
国
は
つ
く
に

小ち
ひ

く
作つ
く

ら
せ
り
。
故か

れ
、
作つ
く

り
縫ぬ

は
む
⽜
と
詔の

り
た
ま
ひ
て
、⽛
栲た
く

衾ぶ
す
ま

志し

羅ら

紀き

の
三
埼
み
さ
き

を
、
国く
に

の
余あ
ま

り
あ
り
や
と
見み

れ
ば
、
国く
に

の
余あ
ま

り
あ
り
⽜
と
詔の

り

た
ま
ひ
て
、
童
女
を
と
め

の
胸む
な

鉏す
き

取と

ら
し
て
、
大
魚
お
ふ
を

の
支き

太
衝
だ

つ

き
別わ

け
て
、

波
多
須
々
支

は

た

す

す

き

穂
振
ほ

ふ

り
別わ

け
て
、
三み
つ

身み

の
綱
打
つ
な
う

ち
挂か

け
て
、
霜し
も

黒
葛
つ
づ
ら

闇く
る

や
闇く
る

や
に
、
河か
は

船ふ
ね

の
毛も

曽そ

呂ろ

毛も

曽そ

呂ろ

に
、
国
来
く
に
こ

国
来
く
に
こ

と
引ひ

き
来
縫
き

ぬ

へ
る
国く
に

は
、

去こ

豆づ

の
折
絶
を
り
た
え

よ
り
し
て
、
八
穂
尓
支

や

ほ

に

き

豆
支
づ

き

の
御
埼
み
さ
き

な
り
。
此か

く
て
、
堅か
た

め

立た

て
し
加
志
か

し

は
、石
見
い
は
み

の
国く
に

と
出
雲
い
ず
も

の
国く
に

と
の
堺さ
か
ひ

な
る
、名な

は
佐
比
売

さ

ひ

め

山や
ま

、

是こ
れ

な
り
。
亦ま
た

、
持も

ち
引ひ

け
る
綱つ
な

は
、
薗そ
の

の
長
浜
な
が
は
ま

、
是こ
れ

な
り
。
亦ま
た

、⽛
北
門
き
た
ど

の

佐
伎
さ

き

の
国く
に

を
、
国く
に

の
余あ
ま

り
あ
り
や
と
見み

れ
ば
、
国く
に

の
余あ
ま

り
あ
り
⽜
と
詔の

り

た
ま
ひ
て
、
童
女
を
と
め

の
胸む
な

鉏す
き

取と

ら
し
て
、
大
魚
お
ふ
を

の
支き

太
衝
だ

つ

き
別わ

け
て
、

波
多
須
々
支

は

た

す

す

き

穂
振
ほ

ふ

り
別わ

け
て
、
三み
つ

身み

の
綱
打
つ
な
う

ち
挂か

け
て
、
霜し
も

黒
葛
つ
づ
ら

闇く
る

や
闇く
る

や
に
、
河か
は

船ふ
ね

の
毛も

曽そ

呂ろ

毛も

曽そ

呂ろ

に
、
国
来
く
に
こ

国
来
く
に
こ

と
引ひ

き
来
縫
き

ぬ

へ
る
国く
に

は
、

多
久
た

く

の
折
絶
を
り
た
え

よ
り
し
て
、
狭さ

田た

の
国く
に

、
是こ
れ

な
り
。
亦ま
た

、⽛
北
門
き
た
ど

の
波は

良ら

の
国く
に

を
、
国く
に

の
余あ
ま

り
あ
り
や
と
見み

れ
ば
、
国く
に

の
余あ
ま

り
あ
り
⽜
と
詔の

り
た
ま
ひ
て
、

童
女
を
と
め

の
胸む
な

鉏す
き

取と

ら
し
て
、
大
魚
お
ふ
を

の
支き

太
衝
だ

つ

き
別わ

け
て
、
波
多
須
々
支

は

た

す

す

き

穂
振
ほ

ふ

り
別わ

け
て
、
三み
つ

身み

の
綱
打
つ
な
う

ち
挂か

け
て
、
霜し
も

黒
葛
つ
づ
ら

闇く
る

や
闇く
る

や
に
、
河か
は

船ふ
ね

の
毛も

曽そ

呂ろ

毛も

曽そ

呂ろ

に
、
国
来
く
に
こ

国
来
く
に
こ

と
引ひ

き
来
縫
き

ぬ

へ
る
国く
に

は
、
宇
波
の
折
絶
を
り
た
え

よ
り

し
て
、
闇く
ら

見み

の
国く
に

、
是こ
れ

な
り
。
亦ま
た

、⽛
高
志
こ

し

の
都つ

都う

の
三
埼
み
さ
き

を
、
国く
に

の
余あ
ま

り

あ
り
や
と
見み

れ
ば
、
国く
に

の
余あ
ま

り
あ
り
⽜
と
詔の

り
た
ま
ひ
て
、
童
女
を
と
め

の
胸む
な

鉏す
き

取と

ら
し
て
、
大
魚
お
ふ
を

の
支き

太
衝
だ

つ

き
別わ

け
て
、
波
多
須
々
支

は

た

す

す

き

穂
振
ほ

ふ

り
別わ

け
て
、

三み
つ

身み

の
綱
打
つ
な
う

ち
挂か

け
て
、
霜し
も

黒
葛
つ
づ
ら

闇く
る

や
闇く
る

や
に
、
河か
は

船ふ
ね

の
毛も

曽そ

呂ろ

毛も

曽そ

呂ろ

に
、
国
来
く
に
こ

国
来
く
に
こ

と
引ひ

き
来
縫
き

ぬ

へ
る
国く
に

は
、
三み

穂ほ

の
埼さ
き

な
り
。
持も

ち
引ひ

け
る

綱つ
な

は
、
夜よ

見み

の
嶋し
ま

な
り
。
固か

堅た

め
立た

て
し
加
志
か

し

は
、
伯
耆
は
は
き

の
国く
に

な
る
火ひ

神の
か
み

岳だ
け

、
是こ
れ

な
り
。⽛
今い
ま

は
国く
に

は
引ひ

き
訖を

へ
つ
⽜
と
詔の

り
た
ま
ひ
て
、
意
宇
お

う

の
杜も
り

に
、
御
杖
衝

み
つ
え
つ

き
立た

て
て
、⽛
意お

恵ゑ

⽜
と
詔の

り
た
ま
ひ
き
。
故か

れ
、
意
宇
お

う

と
云い

ふ
。〈
請い

は
ゆ
る
意
宇
お

う

の
杜も
り

は
、
郡

家

こ
ほ
り
の
み
や
け

の
東
北

ひ
む
が
し
き
た

の
辺へ

、
田た

の
中な
か

に
在あ

る
壟を
か

、
是こ
れ

な
り
。
周め
ぐ

り
八
歩
許
あ
し
ば
か

り
、
そ
の
上う
へ

に
苡
お
ほ
ば
こ

あ
り
て
茂し
げ

れ
り
。〉

浮
浪
山
説
話
と
国
引
き
神
話
を
比
べ
て
み
る
と
、
異
国
の
地
を
引
き
寄
せ
自

国
と
す
る
点
に
お
い
て
、両
者
は
似
た
プ
ロ
ッ
ト
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

浮
浪
山
説
話
は
こ
れ
ま
で
は
ご
く
自
然
に
国
引
き
神
話
の
影
響
を
受
け
た
も
の

と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た30
。

し
か
し
第
一
節
で
確
認
し
た
通
り
、⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
の
受
容
状
況
を
鑑
み

れ
ば
、
中
世
に
語
ら
れ
た
浮
浪
山
説
話
に
、⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
の
影
響
を
安
易

に
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
史
料
中
に
、
国
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引
き
神
ヤ
ツ
カ
ミ
ヅ
オ
ミ
ヅ
ヌ
の
名
前
や
、
そ
の
他
国
引
き
神
話
に
登
場
す
る

地
名
が
ま
っ
た
く
見
え
な
い
こ
と
も
不
審
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
浮
浪
山
説
話
を
検
討
す
る
材
料
と
し
て
、
中
世
に
お
け
る
類
似
説

話
を
見
て
お
き
た
い
。
中
世
に
は
、⽝
日
本
書
紀
⽞
が
さ
ま
ざ
ま
に
解
釈
・
変
奏

さ
れ
、⽝
日
本
書
紀
⽞
そ
の
も
の
と
は
大
き
く
異
な
る
言
説
が
多
く
生
み
出
さ
れ

た
。
そ
の
中
の
、
ス
サ
ノ
オ
と
出
雲
に
関
連
す
る
説
話
を
見
て
み
よ
う
。⽝
太

平
記
⽞
に
は
、
次
の
よ
う
な
神
話
が
描
か
れ
て
い
る
。

⽝
太
平
記31
⽞（
一
四
世
紀
中
頃
）

素
盞
烏
尊
一
人
ニ
成
テ
、
彼
方
此
方
ニ
迷
行
玉
フ
程
ニ
、
出
雲
国
ニ
行
玉

ヒ
ヌ
。
海
上
ニ
浮
デ
流
ル
ヽ
島
ア
リ
。
此
嶋
ハ
天
照
太
神
モ
知
セ
給
ベ
キ

所
ナ
ラ
ズ
ト
テ
、
尊
御
手
ニ
テ
撫
留
テ
栖
給
フ
。
故
ニ
此
嶋
ヲ
バ
手
摩
タ

マ

島シ
マ

ト
ハ
申
也
。
爰
ニ
テ
遥
ニ
見
玉
ヘ
バ
、
清
地
ノ
郷
ノ
奧
、
簸
ノ
川
上
ニ
八

色
ノ
雲
ア
リ
。

高
天
原
を
追
放
さ
れ
た
ス
サ
ノ
オ
が
、
出
雲
国
に
辿
り
着
い
た
と
き
、
海
に

浮
か
ん
で
流
れ
る
島
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
手
で
撫
で
留
め
た
の
で
、⽛
手
摩
島
⽜

と
呼
ぶ
と
い
う
。⽝
太
平
記
⽞寛
永
無
刊
記
整
版
本
で
は
、こ
れ
を⽛
タ
マ
シ
マ
⽜

と
訓
む
が
、
ほ
ぼ
同
じ
話
を
伝
え
る
⽝
古
今
集
序
聞
書
三
流
抄
⽞（
以
下
⽝
三
流

抄
⽞）
で
は
こ
れ
を
⽛
テ
ナ
デ
シ
マ
⽜
と
す
る
。

⽝
古
今
集
序
聞
書
三
流
抄32
⽞（
一
二
八
七
頃
）

ソ
サ
ノ
ヲ
独
リ
ニ
成
テ
居
所
ナ
ク
迷
ヒ
行
玉
フ
程
ニ
、
出
雲
国
曽
我
ノ
里

ニ
至
ル
。
海
上
ニ
浮
テ
流
ル
ヽ
島
ア
リ
。
尊
、
是
ハ
大
地
ニ
ツ
ヅ
カ
デ
、

流
レ
行
ク
島
ナ
レ
バ
、
日
神
ノ
国
ニ
ア
ラ
ジ
。
吾
栖ス
ミ
カ

ト
セ
ン
ト
テ
、
手
ニ

テ
摩ナ
デ

玉
フ
。
摩ナ
デ

ラ
レ
テ
島
留
リ
ヌ
。
手
摩
テ
ナ
デ

嶋シ
マ

ト
云
。
爰
ニ
居
玉
ヘ
ル
ニ
、

ハ
ル
カ
ノ
興オ
キ

ニ
、
八
色
ノ
雲
立
見
ユ
。

こ
れ
ら
の
説
話
が
何
を
根
拠
に
語
ら
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
伊
藤
正

義
氏
は
、⽛
一
見
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
の
国
引
き
神
話
を
思
わ
せ
は
す
る
が
、
も

と
よ
り
同
質
の
も
の
で
は
な
い
⽜
と
し
、
こ
れ
ら
は
⽝
奥
義
抄
⽞
を
解
釈
す
る

中
で
生
ま
れ
た
物
語
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る33
。

⽝
奥
義
抄34
⽞（
一
一
二
四
～
一
一
四
四
頃
）

古
歌
万
葉
集35

や
ぐ
も
た
つ
い
づ
も
の
く
に
の
て
ま
の
せ
き
い
か
な
る
て
ま
に
人
さ
は
る

ら
む

て
ま
の
せ
き
は
い
づ
も
の
国
に
あ
り
。
て
ま
と
い
う
ふ
こ
と
を
と
ら
む
と

て
、
こ
の
せ
き
を
ひ
き
よ
せ
た
る
也
。
て
ま
と
は
人
の
て
ま
ふ
た
が
る
な

ど
い
ふ
こ
と
也
。
い
と
ま
な
ど
ふ
た
が
る
心
也
。
い
づ
も
を
八
ぐ
も
た
つ

と
い
ふ
事
し
ら
ぬ
人
な
し
。
す
さ
の
を
の
み
こ
と
、
足
な
づ
ち
の
神
の
む

す
め
と
す
ま
む
と
て
、出
雲
国
簸
の
川
上
に
み
や
づ
く
り
し
給
ひ
し
所
に
、

八
色
の
雲
た
ち
た
る
を
見
て
よ
め
る
や
ぐ
も
の
歌
よ
り
お
こ
れ
る
事
也
。

⽛
て
ま
の
せ
き
⽜
は
出
雲
国
と
伯
耆
国
の
境
に
あ
る
⽛
手
間
剗
⽜
で
、⽝
出
雲

国
風
土
記
⽞に
見
え
、こ
れ
以
降
、し
ば
し
ば
和
歌
の
歌
枕
と
し
て
用
い
ら
れ
た36
。

⽝
奥
義
抄
⽞
の
、⽛
こ
の
せ
き
を
ひ
き
よ
せ
た
る
⽜
の
一
文
は
、⽛
て
ま
⽜
の
語

を
引
き
出
す
た
め
に
⽛
て
ま
の
せ
き
⽜
と
い
う
歌
枕
を
引
い
て
き
た
、
と
理
解

す
る
の
が
正
し
い
解
釈
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、⽝
三
流
抄
⽞
は
実
際
に
ス
サ

ノ
オ
が
⽛
て
ま
の
せ
き
⽜
を
ひ
き
よ
せ
た
と
理
解
し
た
、
あ
る
い
は
作
為
的
に

話
を
変
容
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
伊
藤
氏
は
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
解
釈
に
よ
っ
て
、⽝
三
流
抄
⽞
で
は
⽛
手
摩
島
⽜
を
⽛
出
雲
国
曽

我
ノ
里
⽜
に
⽛
ひ
き
よ
せ
た
⽜
か
の
よ
う
に
神
話
の
変
容
が
成
さ
れ
、
そ
の
結

果
⽛
手
摩
タ

マ

島シ
マ

⽜
と
い
う
島
が
⽝
太
平
記
⽞
に
描
か
れ
る
に
至
っ
た
可
能
性
が
あ
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る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、⽛
て
ま
⽜
が
⽛
手
摩
⽜
と
表
記
さ
れ
、⽛
摩
⽜
の

語
か
ら
、
撫
で
て
留
め
た
と
い
う
説
話
が
生
ま
れ
た
こ
と
も
説
明
で
き
よ
う
。

た
だ
し
、⽝
奥
義
抄
⽞
と
⽝
三
流
抄
⽞
の
間
に
は
、
な
ぜ
⽛
せ
き
⽜
か
ら
⽛
し

ま
⽜
へ
と
変
わ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
残
る
。
そ
こ
に
は
、
手
摩
島
説
話

の
成
立
段
階
に
お
け
る
、
浮
浪
山
説
話
か
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
か
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
浮
浪
山
の
⽛
浮
浪
⽜
と
い
う
表
記
の
成
立
に
は
、
Ｃ
⽝
吏

部
王
記
⽞
に
あ
る
よ
う
な
、
山
が
海
を
浮
か
ん
で
や
っ
て
来
る
と
い
う
説
話
の

影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
説
話
が
出
雲
の
地
で
受
容
さ

れ
た
の
は
、
も
と
も
と
⽛
フ
ロ
ウ
⽜
の
地
名
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

⽛
浮
浪
山
⽜
の
山
号
の
初
出
は
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
の
史
料
Ａ
⽛
鰐
淵
寺

衆
徒
等
勧
進
帳
状
案
⽜
で
あ
る
が
、
一
方
で
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）
の
⽛
日

吉
社
領
出
雲
国
漆
治
郷
文
書
売
券
⽜
に
は
⽛
不
老
山
鰐
渕
寺
⽜
と
あ
り
、⽛
不
老
⽜

と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
だ
け
を
見
る
と
⽛
浮
浪

山
⽜
が
⽛
不
老
山
⽜
に
先
行
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
も
と
よ
り
い
ず
れ

が
本
来
の
表
記
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
も
と
も
と
修
験
道
の
聖
地
と
し

て
栄
え
た
場
所
で
あ
る
か
ら
に
は
、⽛
不
老
山
⽜
と
い
う
表
記
が
先
行
し
た
と
し

て
も
お
か
し
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、⽛
フ
ロ
ウ
山
⽜
と
い
う
呼

び
名
が
あ
っ
た
地
に
、
蔵
王
信
仰
と
関
わ
っ
て
霊
鷲
山
が
浮
か
び
漂
っ
て
き
た

と
い
う
説
話
が
結
び
つ
き
、
浮
浪
山
説
話
が
生
み
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

も
と
あ
っ
た
地
名
に
合
わ
せ
て
話
が
作
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、例
え
ば
Ｅ⽛
大

山
寺
縁
起
⽜
や
Ｉ
⽝
天
淵
記
⽞
な
ど
に
み
え
る
、
八
雲
太
神
・
ス
サ
ノ
オ
が
杵

を
使
っ
て
土
地
を
留
め
た
と
す
る
話
も
同
じ
で
あ
っ
て
、⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
で

は
国
引
き
の
た
め
に
使
わ
れ
る
道
具
に
は
杵
は
見
え
ず
、
こ
れ
ら
は
⽛
杵
築
⽜

と
い
う
地
名
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
浮
浪
山
説
話
の
場

合
に
も
、
浪
に
浮
か
び
漂
う
島
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、⽛
フ
ロ
ウ
山
⽜
と
い
う
地

名
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
説
話
の
原
型
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、

手
摩
島
説
話
の
場
合
に
は
、
浮
か
ぶ
島
の
イ
メ
ー
ジ
を
説
話
に
持
ち
込
む
そ
の

よ
う
な
契
機
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漂
う
島
を
ス
サ
ノ
オ
が
つ
な
ぎ
と

め
る
か
た
ち
と
な
っ
た
の
は
、
同
じ
く
出
雲
に
関
わ
る
説
話
で
あ
っ
た
こ
と
、

移
動
す
る
土
地
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
類
似
か
ら
、
浮
浪
山
説
話
が
⽝
三
流
抄
⽞

や
⽝
太
平
記
⽞
の
伝
え
る
手
摩
島
説
話
の
成
立
過
程
に
影
響
し
、⽝
奥
義
抄
⽞
段

階
に
お
い
て
⽛
せ
き
⽜
か
ら
⽛
し
ま
⽜
へ
の
変
容
が
生
じ
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。

反
対
に
、⽝
三
流
抄
⽞
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
手
摩
島
説
話
が
、⽛
浮
浪
山
⽜
を

め
ぐ
る
物
語
に
影
響
を
与
え
、
浮
浪
山
説
話
は
流
れ
て
く
る
土
地
を
留
め
る
神

と
し
て
、
ス
サ
ノ
オ
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
Ａ
⽛
鰐

淵
寺
衆
徒
勧
進
帳
案
⽜
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
も
と
も
と
ス
サ
ノ
オ
が
登
場
し

な
い
形
で
生
ま
れ
た
浮
浪
山
説
話
に
対
し
、⽛
八
雲
立
つ
…
⽜
の
歌
の
解
釈
か
ら

生
ま
れ
た
手
摩
島
説
話
に
は
、
歌
の
詠
み
手
で
あ
る
ス
サ
ノ
オ
が
登
場
す
る
必

然
性
が
備
わ
っ
て
い
た
。

⽝
三
流
抄
⽞
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
手
摩
島
説
話
の
流
れ
を
汲
み
、
浮
浪
山
説
話

に
ス
サ
ノ
オ
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
建
長

六
年
（
一
二
五
四
）、
Ａ
⽛
鰐
淵
寺
衆
徒
勧
進
帳
案
⽜
の
時
点
で
は
現
れ
な
か
っ

た
ス
サ
ノ
オ
が
、⽝
三
流
抄
⽞
に
も
っ
と
も
近
い
年
代
の
Ｅ
⽛
大
山
寺
縁
起
⽜（
鎌

倉
末
期
）以
降
に
お
い
て
初
め
て
登
場
す
る
こ
と
が
示
唆
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

Ｅ
⽛
大
山
寺
縁
起
⽜
に
お
け
る
杵
築
大
社
の
祭
神
⽛
八
雲
太
神
⽜
は
、⽛
あ
ま
く

だ
り
給
ひ
て
⽜
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
記
紀
や
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
の
記
す
オ



― 10 ―

オ
ア
ナ
ム
チ
で
は
な
く
ス
サ
ノ
オ
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、こ
の⽛
八

雲
太
神
⽜
は
、⽛
八
雲
立
つ
…
⽜
の
歌
に
因
む
名
称
で
あ
り
、⽛
大
山
寺
縁
起
⽜

が
歌
学
に
お
け
る
ス
サ
ノ
オ
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
流
れ
て
く
る
土
地
を
め
ぐ
る
ふ
た
つ
の
物
語
は
、
互
い
に
相
関
し
て

成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
Ｅ
⽛
大
山
寺
縁
起
⽜
に
お
け
る
ス
サ
ノ
オ
（
八
雲
太
神
）
は
、⽛
杵

築
大
明
神
⽜、
す
な
わ
ち
出
雲
大
社
の
神
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
ス
サ
ノ
オ
を

出
雲
大
社
の
神
と
す
る
の
は
、
Ｅ
⽛
大
山
寺
縁
起
⽜
以
降
の
、
Ｆ
⽛
国
造
出
雲

孝
時
解
状
土
代
写
⽜、
Ｉ
⽝
天
淵
記
⽞
な
ど
も
同
様
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
手
摩
島
説
話
と
の
接
触
に
よ
っ
て
ス
サ
ノ
オ
を
主
人
公
と
す

る
こ
と
と
な
っ
た
浮
浪
山
説
話
が
そ
の
後
定
着
・
展
開
し
て
い
っ
た
過
程
と
、

中
世
の
ス
サ
ノ
オ
が
出
雲
大
社
の
祭
神
と
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
が
連
動
し
て
い

る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
中
世
に
お
け
る
浮
浪
山
説
話
の
位
相
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
次
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

四

国
防
神
と
し
て
の
ス
サ
ノ
オ

国
造
家
上
官
と
し
て
出
雲
大
社
の
寛
文
年
度
の
造
営
に
尽
力
し
た
佐
草
自
清

は
、
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
に
筆
写
さ
れ
た
⽛
佐
草
自
清
覚
書37
⽜
の
中
で
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

…
自
清
、
案
ス
ル
ニ
古
記
ニ
久
安
五
年
己
巳
十
一
月
廿
日
夜
半
、
国
造
兼

忠
ノ
館
失
火
、
惜
哉
、
累
代
之
文
書
悉
焼
亡
、
因
茲
兼
忠
以
前
之
正
文
希

有
也
云
々
、
予
思
夫
後
来
国
造
孝
房
之
時
分
、
旧
事
紀
速
素
戔
烏
尊
坐
出

雲
国
熊
野
杵
築
神
宮
有
之
文
ヲ
見
惑
テ
、
為
素
尊
者
乎
、
謂
旧
事
紀
、
杵

築
神
宮
者
、
祭
御
崎
進
雄
尊
ノ
御
事
也
、
御
崎
杵
築
郷
中
也
、
故
云
爾
杵

築
御
本
殿
者
大
己
貴
命
一
座
也
、
素
戔
烏
尊
外
ニ
祭
之
、
…

久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
に
起
き
た
火
事
に
よ
っ
て
、
古
文
書
が
失
わ
れ
、

そ
の
後
⽝
先
代
旧
事
本
紀
⽞
を
見
た
国
造
孝
房
が
、
出
雲
大
社
の
祭
神
は
ス
サ

ノ
オ
で
あ
る
と
思
い
込
ん
だ
の
で
は
な
い
か
、
と
自
清
は
推
測
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

自
清
が
指
摘
す
る
通
り
、
出
雲
大
社
の
祭
神
が
ス
サ
ノ
オ
で
あ
る
と
す
る
考

え
方
自
体
は
、
平
安
時
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
。⽝
先
代
旧
事
本
紀
⽞
陰
陽
本
紀

に
は
、⽛
建
速
素
戔
嗚
尊
。
坐
出
雲
国
熊
野
杵
築
神
宮
矣38
。⽜
と
あ
り
、
長
寛
二

年
（
一
一
六
四
）
の
⽝
長
寛
勘
文
⽞
も
こ
れ
に
倣
う
。
ま
た
、
弘
安
九
年
（
一

二
八
六
）
の
⽝
太
神
宮
参
詣
記39
⽞
に
は
、

素
盞
烏
尊
は
伊
弉
諾
伊
弉
棚
尊
の
御
譲
を
得
て
。
我
朝
の
御
あ
る
じ
に
て

ま
し
〳
〵
し
が
。
国
土
を
皇
孫
尊
に
譲
り
奉
り
。
御
身
は
出
雲
の
国
に
御

垂
跡
あ
り
。
今
の
大
社
是
な
り
。

と
あ
っ
て
、
記
紀
の
オ
オ
ア
ナ
ム
チ
に
ス
サ
ノ
オ
が
交
代
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
は
み
な
出
雲
の
外
部
の
主
張
で
あ
っ
て
、
出
雲
側
、
と
く
に
出
雲

大
社
の
主
張
と
し
て
祭
神
ス
サ
ノ
オ
説
が
現
れ
る
の
は
、
建
武
三
年
（
一
三
三

六
）
の
Ｆ
⽛
国
造
出
雲
孝
時
解
状
土
代
写
⽜
が
管
見
の
限
り
で
は
も
っ
と
も
早

い
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
鎌
倉
末
の
Ｅ
⽛
大
山
寺
縁
起
⽜
に
み
え
る

八
雲
太
神
を
含
め
る
と
、出
雲
周
辺
で
は
一
三
世
紀
末
か
ら
一
四
世
紀
初
頭
が
、

出
雲
大
社
の
祭
神
と
し
て
ス
サ
ノ
オ
が
定
着
し
て
ゆ
く
過
渡
期
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

古
代
に
は
オ
オ
ア
ナ
ム
チ
と
さ
れ
て
い
た
出
雲
大
社
の
祭
神
が
、
中
世
に
は

な
ぜ
ス
サ
ノ
オ
に
交
代
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
井
上
寛
司
氏
は
、
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鰐
淵
寺
が
信
仰
の
対
象
と
し
た
蔵
王
権
現
と
杵
築
大
社
の
祭
神
と
が
同
一
視
さ

れ
る
過
程
に
お
い
て
、⽛
憤
怒
の
形
相
を
示
す
蔵
王
権
現
に
は
荒
ら
ぶ
る
神
（
ス

サ
ノ
ヲ
）
こ
そ
が
相
応
し
い
と
す
る
考
え
が
生
ま
れ
、
広
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
⽜

に
加
え
、⽛
凶
悪
な
賊
を
退
治
し
自
ら
の
力
に
よ
っ
て
地
方
統
治
と
秩
序
の
維

持
に
努
め
る
、
中
央
権
力
へ
の
相
対
的
な
自
立
性
を
持
っ
た
荒
ら
ぶ
る
神
（
ス

サ
ノ
ヲ
）
が
、
古
代
と
は
異
な
る
構
造
と
特
徴
を
持
つ
中
世
の
国
家
や
宗
教
の

あ
り
方40
に
相
応
し
い
存
在
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
⽜
を
理
由
に
挙
げ
る41
。
こ
こ
で

は
特
に
、
Ｆ
⽛
国
造
出
雲
孝
時
解
状
土
代
写
⽜
や
Ｇ
⽛
花
山
院
耕
雲
筆
日
御
碕

社
修
造
勧
進
状
⽜
に
見
え
た
、
国
防
神
と
し
て
の
ス
サ
ノ
オ
の
性
格
に
注
目
し

て
さ
ら
に
考
え
て
み
た
い
。

ス
サ
ノ
オ
を
祀
っ
た
出
雲
大
社
や
日
御
碕
神
社
の
縁
起
に
お
い
て
、
ス
サ
ノ

オ
は
浮
浪
す
る
山
を
留
め
る
存
在
で
あ
る
と
共
に
、
外
敵
を
追
い
や
る
国
防
の

神
、
軍
神
と
し
て
も
描
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
軍
神
が
希
求
さ
れ
る
契

機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
元
寇
で
あ
る
。

文
永
の
役
（
一
二
七
四
）、
弘
安
の
役
（
一
二
八
一
）
は
、
元
・
高
麗
の
連
合

軍
の
二
度
に
わ
た
る
侵
攻
を
指
す
が
、
こ
れ
以
後
の
日
本
で
は
、
国
を
護
り
戦

う
神
仏
へ
の
信
仰
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、⽝
八
幡
愚
童
訓
⽞（
鎌
倉
後

期
）
で
は
、
神
功
皇
后
の
三
韓
出
兵
と
蒙
古
襲
来
を
関
わ
ら
せ
て
八
幡
大
菩
薩

の
神
威
を
説
く
。
他
に
も
、
紀
伊
国
天
野
社
の
丹
生
明
神
や
、
諏
訪
大
社
の
諏

訪
大
明
神
な
ど
が
、
元
寇
を
背
景
に
軍
神
と
し
て
権
威
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

神
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る42
。
出
雲
大
社
に
お
け
る
ス
サ
ノ
オ
も
ま
た
、
そ
う
し
た

流
れ
の
中
で
、
外
か
ら
の
脅
威
を
防
ぐ
軍
神
と
し
て
新
た
に
位
置
付
け
ら
れ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
度
の
役
を
経
た
後
の
Ｅ
⽛
大
山
寺
縁
起
⽜
か
ら
、

出
雲
大
社
の
祭
神
ス
サ
ノ
オ
が
姿
を
現
し
、Ｆ⽛
国
造
出
雲
孝
時
解
状
土
代
写
⽜、

Ｇ
⽛
花
山
院
耕
雲
筆
日
御
碕
社
修
造
勧
進
状
⽜
と
、
国
防
神
と
し
て
の
姿
を
現

し
て
ゆ
く
こ
と
の
意
味
を
そ
の
よ
う
に
解
し
た
い43
。

ス
サ
ノ
オ
は
、⽝
日
本
書
紀
⽞
第
八
段
一
書
第
五
に
お
い
て
、⽛
韓
郷
の
嶋
に

は
、
是
金
銀
有
り
。
若
使
吾
が
児
の
所
御
す
国
に
、
浮
宝
有
ら
ず
は
、
未
だ
佳

か
ら
じ
⽜
と
発
言
す
る
が
、
こ
れ
は
神
功
皇
后
紀
に
お
い
て
、
神
功
皇
后
が
⽛
財

宝
国
⽜⽛
金
銀
国
⽜
で
あ
る
新
羅
に
遠
征
を
行
う
神
話
的
根
拠
と
な
る
。
元
・
高

麗
の
来
襲
を
契
機
と
し
て
、
神
功
皇
后
が
神
格
化
さ
れ
信
仰
の
対
象
と
な
っ
た

よ
う
に
、
朝
鮮
半
島
と
関
わ
り
を
持
つ
神
ス
サ
ノ
オ
も
ま
た
軍
神
と
し
て
祀
ら

れ
た
の
で
は
な
い
か
。
井
上
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
蔵
王
権
現
の
垂
迹
と

し
て
ス
サ
ノ
オ
が
迎
え
入
れ
ら
れ
た
背
景
に
は
こ
う
し
た
よ
り
大
き
な
動
向
が

関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⽝
三
流
抄
⽞
に
見
え
る
よ
う
な
手
摩
島
説
話
と
の
関
わ
り
を
契
機
に
、
浮
浪
山

説
話
に
現
れ
た
、
土
地
を
留
め
る
神
ス
サ
ノ
オ
は
、
元
寇
以
降
の
国
防
神
へ
の

信
仰
の
高
ま
り
と
と
も
に
定
着
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
浮
浪
山
説
話
は

そ
う
し
た
一
三
世
紀
末
以
降
の
、
日
本
各
地
で
見
ら
れ
る
神
祇
観
の
更
新
と
い

う
動
向
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
言
説
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
論
文
で
は
、
中
世
出
雲
の
寺
社
縁
起
に
み
ら
れ
る
神
話
を
中
心
に
、
そ
れ

ら
が
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
と
は
異
な
る
系
統
の
物
語
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
の

で
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
問
題
意
識
の
も
と
、
こ
れ
ら
の
神
話
が
い
か
に
し

て
成
立
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
探
っ
た
。

も
と
は
金
峰
山
の
縁
起
（
Ｃ
⽝
吏
部
王
記
⽞）
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
浮
か
ぶ
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山
の
説
話
か
ら
生
ま
れ
た
鰐
淵
寺
縁
起
に
、⽝
三
流
抄
⽞
な
ど
に
み
ら
れ
る
、
土

地
を
留
め
る
ス
サ
ノ
オ
の
物
語
が
影
響
し
た
結
果
、
出
雲
の
浮
浪
山
説
話
に
、

土
地
を
留
め
る
神
と
し
て
ス
サ
ノ
オ
が
登
場
し
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。

つ
ま
り
、
浮
浪
山
説
話
に
見
え
る
、
浪
に
漂
う
山
塊
の
話
は
、
浮
か
ぶ
山
の
説

話
と
、⽛
フ
ロ
ウ
山
⽜
の
呼
び
名
が
合
わ
さ
っ
て
出
来
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に

関
わ
る
ス
サ
ノ
オ
も
ま
た
、
国
引
き
神
話
と
は
別
の
論
理
に
導
か
れ
て
現
れ
た

存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
元
寇
を
契
機
と
す
る
軍
神
へ
の
信
仰
の
高
ま
り
が
、
朝
鮮
半
島
と

関
連
の
強
い
ス
サ
ノ
オ
と
結
び
つ
き
、
出
雲
大
社
の
祭
神
ス
サ
ノ
オ
を
定
着
さ

せ
て
い
っ
た
浮
浪
山
説
話
も
、
そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
さ
ら
に
展
開
・
定
着
し

て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
中
世
に
お
け
る
浮
浪
山
説
話
の
展
開
が
あ
っ
た
上
に
、
近
世
以
降

の
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
受
容
が
重
な
っ
た
結
果
、⽛
は
じ
め
に
⽜
に
掲
げ
た
斎
藤

論
が
述
べ
た
よ
う
な
、
ス
サ
ノ
オ
と
ヤ
ツ
カ
ミ
ズ
オ
ミ
ヅ
ヌ
の
イ
メ
ー
ジ
の
重

複
は
起
き
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
従
来
の
よ
う
な
、⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
の

国
引
き
神
話
が
浮
浪
山
説
話
に
影
響
し
た
と
す
る
見
方
と
は
逆
行
す
る
現
象
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

注

⚑

曽
根
研
三
⽝
鰐
淵
寺
文
書
の
研
究
⽞（
鰐
淵
寺
文
書
刊
行
会
、
一
九
六
三
）。

⚒

斎
藤
英
喜
⽝
荒
ぶ
る
ス
サ
ノ
ヲ
、
七
変
化
〈
中
世
神
話
〉
の
世
界
⽞（
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
二
）。
こ
の
他
、
浮
浪
山
説
話
に
国
引
き
神
話
の
影
響
を

認
め
る
研
究
に
、
曽
根
研
三
⽝
鰐
淵
寺
文
書
の
研
究
⽞（
鰐
淵
寺
文
書
刊
行

会
、
一
九
六
三
）、
佐
伯
徳
哉
⽝
中
世
出
雲
と
国
家
的
支
配

権
門
体
制
国

家
の
地
域
支
配
構
造
⽞（
法
蔵
館
、
二
〇
一
四
）、
な
ど
が
あ
る
。

⚓
⽝
神
道
大
系

神
社
編

出
雲
・
石
見
・
隠
岐
⽞（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一

九
八
三
）
解
題
。

⚔

な
お
、
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
の
奥
書
を
持
つ
⽝
灰
火
山
社
記
⽞
は
、

島
根
県
松
江
市
内
中
原
町
に
所
在
す
る
宝
照
院
に
伝
わ
っ
た
由
緒
記
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
、⽛
阿
具
載
神
祇
官
、
灰
火
見
風
土
記
、
不
為
無
所
拠
者

也
⽜
と
、⽛
灰
火
山
⽜
と
い
う
山
が
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
に
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、⽝
灰
火
山
社
記
⽞
に
よ
り
中
世
出
雲

の
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
受
容
を
知
り
得
る
と
す
る
説
も
あ
る
が
（⽛⽝
灰
火

山
社
記
⽞
が
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
利
用
を
示
す
最
古
の
も
の
と
判
明
⽜
松

江
市
記
者
発
表
資
料
、
http://w
w
w
1.city.m
atsue.shim
ane.jp/shisei/

kouhou/houdou/kisha/2017/0217.htm
l、
二
〇
二
〇
年
一
月
閲
覧
）、

こ
の
⽝
灰
火
山
社
記
⽞
の
作
者
は
⽛
大
江
末
流
陳
人
漂
子
⽜、
大
江
氏
の
末

流
の
旅
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
以
外
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
人

物
は
出
雲
の
人
間
で
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
作
者
が
⽝
出
雲
国

風
土
記
⽞
を
読
み
知
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
出
雲
国
外
か
ら

持
ち
こ
ま
れ
た
知
識
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
こ
れ
を
中
世
出
雲
に
お

け
る
風
土
記
享
受
の
一
端
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

⚕
⽝
続
々
群
書
類
従

第
八

地
理
部
⽞（
続
群
書
類
従
完
成
会
、一
九
七
八
）。

⚖
⽝
山
崎
闇
斎
全
集

上
巻
⽞（
日
本
古
典
学
会
、
一
九
三
六
）。

⚗

大
日
方
克
己
⽛
岸
崎
佐
久
次
と
⽝
出
雲
風
土
記
抄
⽞⽜（⽝
社
会
文
化
論
集
⽞

第
六
号
、
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
社
会
文
化
学
科
、
二
〇
一
〇
）
の
指

摘
に
よ
る
。
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⚘

高
橋
周
⽛
近
世
出
雲
に
お
け
る
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
の
伝
写
と
神
社
の
歴

史
認
識
─
万
九
千
社
・
立
虫
神
社
を
中
心
に
─
⽜（⽝
古
代
文
化
研
究
⽞
第

二
三
号
、
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
五
）。

⚙

注
⚘
高
橋
論
文
、
高
橋
周
⽛
近
世
出
雲
に
お
け
る
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
の

伝
写
と
神
社
の
歴
史
認
識
（
二
）⽜（⽝
古
代
文
化
研
究
⽞
第
二
四
号
、
島
根

県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
六
）。

10

注
⚗
大
日
方
論
文
。

11
⽝
出
雲
国
造
家
文
書
⽞（
村
田
正
志
編
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
六
八
）。

12

注
⚙
高
橋
論
文
の
指
摘
に
よ
る
。

13
⽝
梁
塵
秘
抄
⽞⽛
聖
の
住
所
は
何
処
何
処
ぞ
、
箕
面
よ
勝
尾
よ
。
播
磨
な
る
、

書
写
の
山
、
出
雲
の
。
鰐
淵
や
。
日
御
碕
、
南
は
。
熊
野
の
。
那
智
と
か

や
⽜

14
⽝
宇
治
拾
遺
物
語
⽞
巻
三
⽛
山
伏
舟
祈
返
事
⽜⽛
い
ま
は
む
か
し
。
ゑ
ち
ぜ

ん
の
国
か
ぶ
ら
き
の
わ
た
り
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
。
わ
た
り
せ
ん
と
て
も
の

ど
も
あ
つ
ま
り
た
る
に
や
ま
ぶ
し
あ
り
。
け
い
た
う
房
と
い
ふ
僧
な
り
け

り
。
熊
野
み
た
け
は
い
ふ
に
お
よ
ば
ず
。
し
ら
山
。
は
う
き
の
大
山
。
出

雲
の
わ
に
ぶ
ち
大
か
た
し
ゆ
ぎ
や
う
し
の
こ
し
た
る
と
こ
ろ
な
か
り
け

り
。⽜

15

注
⚑
曽
根
書
。

16
⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
⽞第
七
六
巻（
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
、一
九
九
二
）。

17

井
上
寛
司⽛⽝
出
雲
神
話
⽞に
お
け
る
古
代
と
中
世
⽜（⽝
出
雲
古
代
史
研
究
⽞

第
一
〇
号
、
出
雲
古
代
史
研
究
会
、
二
〇
〇
〇
）。

18
⽝
史
料
纂
集

吏
部
王
記
⽞（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
四
）。

19
⽝
吏
部
王
記
⽞
は
、
原
本
・
写
本
共
に
散
逸
し
て
お
り
、
逸
文
で
し
か
残
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
挙
げ
た
史
料
は
、
九
条
家
本
⽝
諸
山
縁
起
⽞
に
引

か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
⽝
古
今
著
聞
集
⽞
が
引
く
当

該
部
分
は
、⽛
飛
⽜
を
⽛
教
⽜、⽛
泛
⽜
を
⽛
滄
⽜
と
す
る
な
ど
の
違
い
が
あ

る
。

20

注
⚑
曽
根
書
。

21
⽝
大
社
町
史
⽞
上
巻
（
大
社
町
、
一
九
九
一
）。

22
⽝
中
世
神
仏
説
話

続
々
⽞（
古
典
文
庫
、
一
九
七
一
）。

23

山
（
島
根
半
島
）
を
つ
な
ぎ
留
め
た
洲
浜
が
弓
ヶ
浜
と
な
っ
た
点
は
、
第

三
節
に
掲
げ
る
⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
の
国
引
き
神
話
が
、
島
根
半
島
の
先

端
（
三
穂
の
埼
）
を
つ
な
い
だ
綱
が
弓
ヶ
浜
（
夜
見
の
嶋
）
と
な
っ
た
と

す
る
の
に
類
似
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
実
際
の
弓
ヶ
浜
半
島
の
特
徴
的
な

地
形
か
ら
独
立
的
に
生
じ
得
る
要
素
で
あ
る
。

24
⽝
出
雲
国
造
家
文
書
⽞（
村
田
正
志
編
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
六
八
）。

25
⽝
神
道
大
系

神
社
編

出
雲
・
石
見
・
隠
岐
⽞（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一

九
八
三
）。

26
⽛
月
支
国
⽜
は
、⽝
後
漢
書
⽞
馬
韓
伝
な
ど
に
み
え
、
朝
鮮
半
島
に
あ
っ
た

国
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
⽛
月
支
国
⽜
は
⽛
月
氏
国
⽜（⽛
大
月
氏
国
⽜）
と

の
混
同
と
考
え
ら
れ
る
。⽛
月
氏
⽜
は
本
来
古
代
中
央
ア
ジ
ア
に
存
在
し

た
民
族
国
家
だ
が
、
日
本
で
は
天
竺
の
同
義
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
そ

れ
は
、
世
界
が
日
本
・
イ
ン
ド
・
中
国
か
ら
成
る
と
す
る
三
国
世
界
観
に

基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
を
日
・
月
・
星
に
関
わ
ら
せ
、
日
域
・
月
支
・
辰
旦

と
表
す
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

27
⽝
佐
太
神
社
─
佐
太
神
社
の
総
合
研
究
─
⽞（
鹿
島
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
、

一
九
九
七
）。
な
お
、
句
点
は
私
に
付
し
た
。
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28
⽝
群
書
類
従
第
二
集
⽞
巻
二
八

神
祇
部
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八

三
）。

29
⽝
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

風
土
記
⽞（
小
学
館
、
一
九
九
七
）。

30

注
⚒
参
照
。

31
⽝
日
本
古
典
文
学
大
系

太
平
記
⽞巻
第
二
十
五（
岩
波
書
店
、一
九
六
〇
）。

32

片
桐
洋
一
⽝
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
二
⽞（
赤
尾
照
文
堂
、
一
九
七
三
）。

33

伊
藤
正
義
⽛
中
世
日
本
紀
の
輪
郭
─
太
平
記
に
お
け
る
卜
部
兼
員
説
を
め

ぐ
っ
て
⽜（⽝
文
学
⽞
第
四
〇
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
）。

34
⽝
日
本
歌
学
大
系
⽞
第
一
巻
（
風
間
書
房
、
一
九
五
八
）。

35
⽝
奥
義
抄
⽞
に
は
⽝
万
葉
集
⽞
と
あ
る
が
、
出
典
未
詳
。
初
出
は
⽝
古
今
和

歌
六
帖
⽞。

36
⽛
古
今
和
歌
六
帖
⽜
に
⽛
八
雲
た
つ
い
づ
も
の
国
の
て
ま
の
せ
き
の
て
ま
と

な
づ
け
し
よ
し
も
し
ら
れ
ず
⽜、⽛
堀
河
百
首
⽜
に
⽛
さ
り
と
も
と
思
ひ
し

か
ど
も
や
ぐ
も
た
つ
て
ま
の
せ
き
に
も
秋
は
と
ま
ら
ず
⽜

37
⽝
大
社
町
史

史
料
編
⽞
上
巻
（
大
社
町
、
一
九
九
七
）。

38

伊
藤
剣
氏
は
、⽛
地
祇
本
紀
の
オ
ホ
ナ
ム
チ
─
系
譜
の
分
析
を
中
心
に
─
⽜

（⽝
先
代
旧
事
本
紀
論

史
書
・
神
道
書
の
成
立
と
受
容
⽞、
工
藤
浩
編
、
花

鳥
社
、
二
〇
一
九
）
の
中
で
、⽝
先
代
旧
事
本
紀
⽞
に
は
オ
オ
ア
ナ
ム
チ
を

倭
の
神
、
具
体
的
に
は
三
輪
山
の
神
と
し
て
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
意
図

が
あ
る
た
め
、
杵
築
大
社
に
は
オ
オ
ア
ナ
ム
チ
を
据
え
ず
、
代
わ
り
に
地

祇
の
祖
で
あ
る
ス
サ
ノ
オ
を
杵
築
大
社
の
神
と
し
て
描
い
て
い
る
と
指
摘

す
る
。⽝
先
代
旧
事
本
紀
⽞
が
主
張
す
る
出
雲
大
社
祭
神
ス
サ
ノ
オ
説
は
、

鰐
淵
寺
や
出
雲
大
社
の
縁
起
に
み
え
る
そ
れ
と
は
異
質
の
論
理
に
基
づ
く

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

39
⽝
群
書
類
従
第
二
集
⽞
巻
二
七

神
祇
部
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八

三
）。

40

同
解
説
中
で
は
、⽛⽝（
古
代
と
は
異
な
る
）中
世
の
国
家
や
宗
教
の
あ
り
方
⽞

と
は
、
出
雲
国
な
ど
の
各
地
域
支
配
権
力
の
相
対
的
な
自
立
性
を
前
提
と

し
て
国
家
権
力
全
体
が
作
動
す
る
仕
組
み
、
及
び
そ
の
各
国
毎
に
設
け
ら

れ
た
国
の
鎮
守
神
（
一
宮
）
の
集
合
的
な
力
に
よ
っ
て
中
世
日
本
国
全
体

の
秩
序
維
持
と
安
定
が
図
ら
れ
る
と
す
る
多
元
的
で
分
散
的
な
宗
教
構
造

の
こ
と
⽜
と
説
明
し
て
い
る
。

41
⽝
出
雲
国
浮
浪
山
鰐
淵
寺
⽞（
浮
浪
山
鰐
淵
寺
刊
行
事
務
局
、
一
九
九
七
）。

井
上
寛
司
氏
解
説
に
よ
る
。

42

小
峯
和
明
⽛〈
侵
略
文
学
〉
の
位
相
─
蒙
古
襲
来
と
託
宣
・
未
来
記
を
中
心

に
、
異
文
化
交
流
の
文
学
史
を
も
と
め
て
─
⽜（⽝
国
語
と
国
文
学
⽞
第
八

一
号
、
至
文
堂
、
二
〇
〇
四
）。

43

ま
た
、
本
論
文
で
は
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
が
、
出
雲
国
二
宮
と
し
て
出
雲

大
社
と
勢
力
を
争
っ
た
佐
太
神
社
が
伝
え
る
中
世
の
縁
起
（⽝
佐
陀
大
社

縁
起
⽞、
一
四
九
五
）
に
も
、⽝
出
雲
国
風
土
記
⽞
の
影
響
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
、
同
様
に
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
佐
太
神
社
の
主
祭
神
と
さ
れ
た
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
が
、

縁
起
の
中
で
軍
神
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
向
け
、
そ
こ
に

は
出
雲
大
社
の
ス
サ
ノ
オ
と
同
様
の
動
機
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
と

い
う
点
に
の
み
言
及
し
て
お
き
た
い
。

（
て
ら
も
と

な
つ
み
・
北
海
道
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
）




